
下地ちびっこ広場について 

下地町内会 

１．下地ちびっこ広場ができた経緯 

 

ちびっこ広場は、かつては、灌漑用のため池でしたが、周辺地域の宅地化等により、ため池としての機能

が不要となり、埋め立てをすることとなりました。 

 

地権者と町内会との間で、埋め立てた場所を、地域の子供たちの広場として使わせてもらえないか？と

いう話が進み、2007 年（平成 19 年）に、地権者が、広島市との間に、無償での土地の使用貸借契約を結

び、その後、広島市と下地町内会において、下地町内会が、ちびっこ広場の維持管理をするという協定書

に捺印して、当地区の子供たちの広場として、使わせていただくことになりました。 

 

２．ちびっこ広場の地権者等 

 

ちびっこ広場の地権者は、由茅（ゆがや）さんご夫婦で、広島市中区にお住まいですが、姪の高畑さんが、

11-2 班に、甥の栗栖さんが、13-2 班に在住されています。 

 

現在、広島市と地権者との使用貸借契約は、当初の設定期間を超えて、毎年、自動更新中となっています。 

 

３．ちびっこ広場管理委員会について 

 

ちびっこ広場は、長年、14 班の石丸さんのご厚意によって、維持管理が行われてきましたが、町内会が

組織的なグループを作って、維持管理の体制を作る必要があるということで、令和４年４月に「ちびっこ

広場管理委員会」という町内会の１組織を作って、複数のボランティアで、ちびっこ広場の維持管理業務

を行うようにしました。 

 

町内会からは、年間５万円を割り当てて、必要な資機材や、土や花の購入費などに当てていますが、人件

費については、完全にボランティアで行ってもらっています。 

 

ボランティアにやっていただいている内容は、下記の通りです。 

① 遊具・椅子等の清掃（ほぼ毎日） 

② グランドの整地（ほぼ毎日） 

③ 花壇やプランターへの水やり（ほぼ毎日） 

④ 定期的な花の植え替え、桜の木の剪定、花壇の整備等（適宜） 

 

ちびっこ広場管理委員会では、ボランティアメンバーを募集しています。ほんのちょっとの時間で、住み

良い地域作りに貢献できますので、ご協力をお願いいたします。 


